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下松市立花岡小学校 学校だより                令和３年１１月１日 

言葉のおもしろさ（ちょっとした気づきから） 

校長 堀川勝祥 

 「豆腐が納豆で、納豆が豆腐」という議論は、その字から「変だな」と気づい

た方が自問自答している様子を見かけたことがあります。先日も「逆だよなー」

と言いながら不思議がる知人と言葉のおもしろさについて語り合いました。そ

の内容は、「とうふは豆腐と書くけど、豆を腐らせた（発酵させた）ものは納

豆だよね」そして「なっとうは納豆と書くけど、豆を加工して四角の入れ物に

納めたものは豆腐だよね」、「名前をつけるなら逆だよなー、不思議だな」と

いうものです。 

この他にも「？」と思える言葉を探してみると「お湯を沸かす」、「天ぷらを揚げる」、「玉を

磨く」などよく考えると意味が重なっていたり、何かおかしな感じがしたりする言葉が出てきまし

た。 

この「お湯を沸かす」という話は、実は江戸時代の滑稽本（こっけいぼん）「東海道中膝栗毛」の

中に書かれているそうです。風呂に入るために湯を沸かすという発言に対して、「湯を沸かしたら

熱くて入れない。水を沸かして湯にしてくれ」と答えるといった内容です。言葉のやり取りにおも

しろさがあります。子どもたちの言葉が乱れているということをよく聞きますが、自分の気持ちを

伝えたり、相手の考えを理解したりするための大切な言葉（日本語）ですから「言葉のおもしろさ」

を子どもに伝え、言葉の由来・意味・歴史などを調べることから一緒に楽しんでいくこともおもし

ろいと思います。見方によっては言葉じりをとらえて理屈っぽいように思えるかもしれませんが、

子どもの目線では、このような「ちょっとした気づき」が論理的思考に導くことがあります。言葉

のおもしろさから、言葉の大切さや考える楽しさを学ばせたいものです。 
 
 
 
 
 

学校教育目標 「学び続ける子 心豊かな子 たくましい子」の育成 

 
 
 
 
 

ふれあい夢通信 第６３号（2021 秋号）のお知らせ 
山口県教育委員会では、今月、「ふれあい夢通信」ホームページに、「第６３号

（2021 秋号）」を掲載しています。県教育・イベント・読者プレゼント情報などが掲

載されています。本県教育に関する様々な情報が得られますので御一読下さい。 

 

○「ふれあい夢通信」ホームページアドレス 
https://www.pref.yamaguchi.lg.jp/cms/a50100/kkt/fureyume.html 



  
◎ 生活目標 ： 進んではたらこう※奉仕の心   ◎ 保健目標 ： なんでも食べよう 
 

 
 

日 曜 行　事 日 曜 行　事 日 曜 行　事

1 月
育友会挨拶運動　ALT2年　全校朝
の歌8:10

11 木 体育参観予備3年 21 日

2 火
4年社会見学8:00発16:15帰校(16:30
下校)　ｼﾙﾊﾞｰ草刈りAM　四恩幼1年
見学

12 金 ALT6年　体育参観予備4，6年 22 月 ALT1年

3 水 文化の日 13 土 23 火 勤労感謝の日

4 木 口座振替　ALT5年　推進L3年 14 日 24 水
理科プレ大会　短縮時程　給食後下
校

5 金 ALT6年　全校児童集会(2校時) 15 月
ALT3年　弁当の日(6年)　6年末武中
見学PM　体育参観予備2，5年

25 木
学校保健安全委員会・情報ﾓﾗﾙ研修
会（5，6年児童、保護者有志）10:30
～11:15　ALT5年　推進L2年

6 土 吹奏楽部入部説明会10:00～ 16 火 26 金
３年ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ（友愛クラブ）　ALT6
年

7 日 17 水
職員会　たばこ出前講座2，3校時6-
1,4　子ども宇宙ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ学級写真撮
影AM

27 土 市美術展・科学展・書写展

8 月
ALT4年　ワ歯歯の日　挨拶週間～
11/12　体育参観3，1年

18 木

3年社会見学8:15発15:45帰校
ALT5年　1年四恩幼稚園と交流　６年
ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ給食　推進L4年　たばこ出前
講座2，3校時6-2,3

28 日 市美術展・科学展・書写展

9 火
短縮時程　クラブ⑥　ベルマーク収集
体育参観2，5年

19 金 ALT6年　メディア振り返りデー 29 月
水曜時程5校時で下校　CS推進委員
会②　ALT4年

10 水 ベルマーク収集　体育参観4，6年 20 土 30 火 短縮時程　委員会⑥　尾崎SC午前
 

 

 

 

花岡小学校の１５０周年記念事業として、マジックショーとバ

ルーンリリースを１４日に開催しました。新型コロナウイルス感

染症対策で計画の変更などがありましたが、子どもたちの思い出

に残る行事を行いたいと考え、記念事業実行委員会や育友会が中

心となって企画・準備を進めてきました。 

マジックショーは体育館で行い、密集を避けるため２学年ごと

に公演しました。宇部市出身の高重翔さんが次から次に繰り出す

マジックに子どもたちの目は釘付けでした。拍手と歓声が自然と沸き起こり大変盛り上がりました。 

バルーンリリースは運動場に全校児童が集合し、色とりど

りの紙風船を２人１組で一斉に飛ばしました。運動場から華

陵高校、米川方面へ飛んで行く風船の一団をずーっと見つめ

ていました。木の枝にひっかかった風船が枝から離れ再び飛

び出す光景に拍手をする子どもたちの姿は、かわいらしく感

じられました。 

当日は、ドローン撮影も同時に行いました。バルーンリリー

スの様子や教室の外で手を振る子どもたちの姿を撮影したの

で、これから編集し公開する予定

です。 

子どもたちにとって思い出に残る１日となりました。

１５０周年記念事業を行いました 

くだまると記念撮影 ドローンに手を振る児童 

バルーンリリース 

バルーンリリース 


